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デンタルショー等の展示会におけるレーザ機器、電気メス、切削（研削）機器等の

デモンストレーションに関するガイドライン

デンタルショー等の展示会において、レーザ機器や切削（研削）機器等のデモンストレ

ーションを行う場合は、その安全性・環境への配慮の観点から、下記要項に沿って行うよ

うお願いいたします。

【要 項】

○レーザ機器

・保護ボックス内で照射し、レーザ光が外部に漏洩しないよう安全措置を講じること。

・来場者に不快感を与えたり、近隣の展示に悪影響を与え、衛生・健康面で問題とな

る煙や蒸散微粒子が発生する場合は、飛散防止措置を講じること。

・生肉などを使用する場合は、保冷等の適切な管理を行い、接触を伴う場合はマスク

及びグローブを着用し、接触した場合は手指の洗浄消毒をすること。

○電気メス

・来場者に不快感を与えたり、近隣の展示に悪影響を与える煙や蒸散微粒子が発生す

る場合は、飛散防止措置を講じること。

○切削（研削）機器

・大量の切削粉などが飛散し、健康被害が懸念される場合や来場者を危険にさらす可

能性がある場合は、保護ボックス、遮蔽板、吸引装置等により飛散防止措置と安全

措置を講じること。

・必要に応じて保護メガネ・保護マスク・保護手袋の着用による人体への安全措置を

講じること。

以上


